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第 2 5 回 定 点 観 測 が 開 催 さ れ ま し た

5月15日（土）に、復興研究会定点観測班が、第25回定点観測を行いまし
た。今年度で9年目となるこの活動は、2013年から、1年に３回、同じ場所、同じ
角度から町の様子を記録することを目的として活動しています。
今回、1年生からは2名参加しました。初参加となった生徒たちは、先輩方にやり
方やコツを教えてもらいながら記録をしていきました。参加生徒は、「復興が進んで、
変わっていった町を見て、震災前のことを忘れたくないと思いました」「普段はなかなか
歩かない場所など、とてもいい経験になりました。」と感想を述べていました。

学 年 集 会 を 開 き ま し た

情 報 モ ラ ル 講 座 を 受 け ま し た

5月24日（月）５校時に、情報モラル講座が開講されました。この講座は、

毎年外部から講師を招聘して開催しています。
今回の講座は、インターネットのトラブルの具体例を動画で視聴し、インターネッ
ト上で陥りやすいトラブルを学びました。インターネットの投稿から自分の学校が特
定されストーカーに逢うという例や、ゲームの時間に支配される例など、生徒たち
は何気ない行動や自律する意識の低さからトラブルや依存に発展してしまうことを
学びました。

5月27日（木）6校時に、学年集会を開きました。今回の学年集会の内容は、①
日々の生活について②考査と成績について の２点です。
①日々の生活については、入学直後の学年集会でも確認した「メリハリをつけることが
大事である」ということを再確認しました。また、「子どもから大人になる」過程にいる生徒
に対し、「人の話を聞くことが大人になる第一歩である」ということを伝えました。
②考査と成績については、
・考査期間中は午前授業ですが、それは次の日の考査に備えて勉強するためです
・考査と平常の評価は5：5の割合で成績がつけられます
・考査を欠いたものについては追考査を受けることができるが、追考査も欠いた場合
は平常の評価のみで成績がつけられます
・考査と平常の評価の合計が40点未満はいわゆる「赤点」、4回の考査の平均が「赤
点」だと進級できない
などといった、義務教育との相違点を中心に生徒に話しました。また、大学進学、専門学
校進学、就職と、どの進路を選んだとしても、成績と出席日数が重要となるという話も生
徒にしました。
高校初の考査も、あと2週間を切りました。この2週間が勝負です。

『 塩 1 ト ン の 読 書 』

3年生の現代文の教科書に、「塩1トンの読書」（須賀敦子）という随想があります。

国際結婚をし、ミラノで新婚生活を過ごしていた作者。夫と、知人の噂話をしていた作者
に対し、作者の姑は、
「一人の人間を理解するまでには、少なくとも、一トンの塩を一緒になめなければだめなの
よ。」
と発言しました。姑が言うには、「一トンの塩を一緒になめるっていうのはね、うれしいことや、
悲しいことを、いろいろと経験するという意味」なのだそうですが、その後、「まあ言ってみれ
ば、気が遠くなるほど長いこと付き合っても、人間はなかなか理解しつくせないものだ」と姑
は発言を付け加えています。作者は、その発言を引用したのちに、書物も同じように「隅
から隅まで理解しつくす」ことが難しいのではないか、と論を展開しています。
確かに、昔読んだ絵本、小学校の教科書に載っている定番のお話など、改めて読み返
してみると、以前読んだ時に気づかなかった側面、新たな印象が発見できます。作者は
読書の話を中心に論を展開していましたが、「一トンの塩」をなめるほど一緒にいないとそ
の人の人間性はわからない、しかも人間に関しては、変化しない「本」とは違い日々変化
していきます。生徒たちも、日々成長しており、毎日新たな一面の発見があります。これ
からの高校生活でどれだけ成長できるか、期待をしています。



6月行事予定表

ねり飴は夕方に撮ると綺麗。

P.N. S.K

P.N. Y.O

Xperiaの技術力は世界一ぃ！ｗｗｗ
明るいときに月を撮ったら
綺麗な兎がいましたとさ。

（シャーペン）…ただの影。


